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 関東地方の 2 施設を利用する成人の統合失調症者を対象とした。Roper と Shapira(2000)
のフォーカスエスノグラフィーに基づいて、研究者は対象者の参加観察とインタビューを




 2 施設で合計 18 名の対象者のうち、研究参加への同意した男性 10 名、女性３名の計 13


















テーマ III【努力すれば一人前の人として自立できるかもしれない】では 2 つのカテゴリ
《ー現実と目標の間で、自己が「障害者」なのか「健常者」なのか迷う》と《就労が出来ず、
経済的自立が出来ない自分は劣っている》が抽出された。対象者は「健常者」として生きる
のは厳しいと認識している一方で、努力をすれば「健常者」として就労し、経済的に自立で
きるとの思いを抱いていた。しかし経済的に自立できない自分を劣っていると感じていた。 
 
考察： 
 本研究の対象者は統合失調症のステレオタイプを認識し、そのステレタイプに自分があ
てはめられることを恐れ、「普通」の人でいようと行動を変容させ、対象者自身が統合失調
症者を「普通」の人から区別し、「普通じゃない」と偏見を持っていると考えられた。同時
に青年期から成人期における成長発達課題を遂行して「普通」に生きたいとの思いが示唆さ
れた。対象者は自己と他者の相互関係から、自分自身の特徴や限界を認識し、社会福祉の必
要性の理解や「健常者」として生きる難しさを認識しており、自己と他者の相互関係から自
己を再認識していると考えられた。さらに対象者は就労をして経済的に自立することを「普
通」のことと捉えており、それができない自分自身に劣等感を抱いていることが示唆された。 
自己は社会的相互関係の中で発展する反映的な現象であり、この反映的な現象から個の
存在としての自己概念が生じると考えられ、本研究の対象者は自己と他者の関係性から自
己を再認識していることが示唆された。また、対象者は、将来なれるかもしれない、理想的
な「なりたい自分」像に「健常者」を重ね、反対に「統合失調症のステレオタイプ」を「な
りたくない自分」像として捉えていると考えられた。 
結論 
対象者は自己と他者の関係性の中で、自己を再認識し、「なりたい自分」と「現実の自分」
が一致しないことで劣等感を抱き、「なりたくない自分」と「現実の自分」が一致しないよ
う、言動に注意し生活をしていることから、統合失調症者のセルフスティグマの認識は自己
概念に影響していると考えられた。 
 
